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成果の概要 / 鶴井 香織 
 
概  要 
報告者は、京都大学教育研究進行財団の平成２２年度国際研究集会派遣助成 II 期採択者として
2010 年 9 月 26～10月 1 日にかけてオーストラリア・パースで開催された第 13回国際行動生態
学会に参加し、ハラヒシバッタの隠蔽色が種内の視覚コミュニケーションに与える影響について口

頭にて発表した。 
 
学会に参加して 
国際行動生態学会には参加国数 27 ヶ国以上で、アメリカ・EU 諸国だけでなく、インド・アル
ゼンチン・南アフリカ共和国等、全ての大陸から研究者が集まり、参加者総数は 1000名前後であ
る。行動生態学の分野ではもっとも大規模な国際研究集会である。発表内容も、様々な動植物に関

する行動生態学だけでなく理論的な内容を扱う数理生態学にまで及ぶ。 
今回の集会は私の専門である隠蔽色の研究が盛んなヨーロッパからの参加者が多く、セッション

を聴くだけでなく、ランチタイムや懇親会などの時間に多くの研究者と交流することができた。特

に、隠蔽色研究の第一人者 Jhon Endler博士及び若手有力者の Sami Merilaita博士に自分の研究
を紹介したところ興味をもって貰えたことは大きな収穫だったと思っている。後日、論文の別刷り

を是非送ってほしいという依頼に応え、メールにて別刷りを送付した。 
また、行動生態学会では、開催地に近い国立公園などに赴き、そこの生態系に触れるというイベ

ントが毎回企画されている。今回はオーストラリアであったため、夜間に有袋類の生態を観察する

というツアーに参加した。私は専門が昆虫であり、哺乳類のフィールドワークを経験するのは初め

てであったが、観察には哺乳類には見えない赤色灯を用いることなど、興味深い新たな経験が数多

くあった。ツアー前の明るい時間に偶然親しくなり、一緒に珍しい鳥を追って駆け回った女性研究

者が、行動生理学の研究で著名な Ann Hedrick博士であったことをツアー最後の名刺交換の折に
知り驚いたこともよい思い出である。 

9月下旬のオーストラリアはちょうど早春にあたり、残念ながら昆虫を目にする機会は少なかっ
た。しかし、日本ではペットとして飼育されている様々なインコ類が街路樹に営巣したり、求愛し

ている様子を間近に観察できたことはとても良い経験となった。インコ類は、成鳥になった後も親

元に残り弟妹の世話をするという「ヘルパー行動」の研究が盛んに行われている鳥である。日本に

はヘルパー行動をする鳥を目にすることは稀なため、今回初めてヘルパー行動を目の当たりにし、

新たなインスピレーションを得ることができた。このように、国際研究集会のために海外に赴くこ

とは、海外の研究者と交流できるだけでなく、未経験の生態系を目の当たりにし、新たなインスピ

レーションを得られることにもつながる点で、貴重かつ不可欠な活動であると改めて実感した。 
 
研究発表 
報告者は、10 月 1 日午前の Visual Communication のセッションにて１５分間の口頭発表を行
い、鳥類捕食者との相互作用により進化したバッタの隠蔽色（黒い斑紋パターン）が、種内の視覚

的配偶者認識に利用されていることを発見したという研究成果を発表した。質疑応答の時間には、



3名の方から鋭い質問及び有用な助言をいただいた。時間内には全ての質問に対応することができ
なかったので、セッション後個別に議論を行った。ベルリン大学でバッタ類の分類についての研究

を行っている Gerlind U. C. Lehmann博士からは日本のバッタのサンプルを是非送ってほしいと
の依頼を受けた。 
 
今後に活かすこと 
日本における研究発表は、淡々と成果を説明するものが多い。しかし、海外の研究者の発表には、

オーディエンスを引き込むための様々な工夫がなされていた。まず、視覚に訴える動画・画像を有

効に利用することで理解を促す努力が多くみられた。また、的確な、時にはユーモラスな比喩によ

り、一見難解そうに感じられる理論を分りやすく説明するテクニックは非常に参考となった。 
 


